
　今やPOSレジの伝票のほとんどが感熱紙になり、お馴染みとなったサーマルロール紙ですが、
　クリーニング店での使い分け、されていますか？店舗によってロール紙の色を分けておけば、
　工場から集配の際に誤配を防げます。集配ルートがいくつもある場合は、ルート毎にロール紙
　の色を分けることをお勧めしています。
　ライトでは全面カラーのロール紙の他、
　コスト面で優れた「両端ライン入」の
　ロール紙も各色ご用意しております。

　また、お客様がスーパーのレシートと
　間違えて預り票を捨ててしまった等で
　お困りの場合は、裏印刷入のロール紙
　がお勧めです。クリーニングに関する
　注意書きが入ったタイプと、かわいい
　各種柄入のタイプがあります。

　ライトのサーマルロール紙は、ベースペーパーの製造から加工まで全て国内で行っています。
　価格の安いロール紙が出回っていますが、加工のみ国内で行い、原紙は輸入という場合が多く
　見受けられるようです。輸入品の注意点は、紙粉によりプリンタヘッドの摩耗や断線が起き、
　サーマルヘッドの寿命を縮め、早期の交換が必要となる場合があることの他、紙厚ムラによる
　巻ｍ数の相違や、悪質な環境ホルモンが含有されているケースなど、様々な注意が必要です。
　安心して大切にレジをお使い頂くためにも、ライトのサーマルロール紙をお選びください！

　保管品などでサーマルロール紙を透明のケースに入れて保管していることはありませんか？
　透明ケースの材質が塩ビの場合は、塩ビに含まれている
　可塑(かそ)剤の影響により、ロール紙の印字が薄くなって
　見えなくなってしまいます。印字面を内側に折って保管
　頂くか、塩ビ以外の素材のケースでの管理をお願いします。
　また、サーマルロール紙は光や湿気に弱いため、様々な
　要因で印字が薄くなったり丸まってしまったりする場合が
　あります。在庫管理や保管方法には十分ご注意ください。

　　先日社内で新しいプロジェクトが発足しました。その名も「なでしこプロジェクト」。女性だけの商品開発チーム

　です。クリーニング店の店員さんやお客様の多くが女性であることから、女性目線の商品開発をしていこうと有志が

　集まりました。これからどんな商品が生まれるか楽しみです！（資材課）
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